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技術移転活動技術移転活動技術移転活動
平成19年
・４月25～28日：新機能性材料展2007 （東京ビックサイト）

・６月16,17日：第６回産学官連携推進会議 （京都市）

・６月18日：第３回群馬産学官連携推進会議 （前橋市）

研究成果の実用化を目指して！

平成19年度成果展開事業採択

原子力機構では、研究成果を社会に還元するため、実用化の促進を計る｢成果展開事業｣を実

施しています。これは、原子力機構が所有する特許やノウハウ等を企業に提供し、製品開発を支

援する制度であり、総開発費の半額（最大500万円）を補助するものです。平成19年度は、6件が

採択され、４件が放射線利用技術の研究成果です。

高崎量子応用研究所の特許を用いた成果展開事業

１．生分解性樹脂の改質による汎用ブロー容器とキャップの研究開発

（株式会社 日本興産） 埼玉県羽生市

２．密閉系及び開放系冷却設備等循環水型設備における水質改善装置の実用化

（株式会社 第一テクノ） 群馬県前橋市

３．プラスチック樹脂、廃プラ樹脂改質と商品化

（株式会社 ミヤゲン） 福井県敦賀市）

４．放射線照射技術を応用した新規不燃材の開発

（株式会社 アサノ環境総合研究所） 福井県坂井市

オープンセミナー

平成19年５月16日

「動き出した地元のイオンビーム育種」

平成19年７月18日

「イオンビームの産業利用」

第６回産学官連携推進会議

展示説明風景 実用化製品の展示風景
新機能性材料展 展示ポスター（一部）


